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パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン　2 ア レ ル ギー研 究の 流れ

司会の言葉 多田富雄 （東京大学）

　 この パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 ア レ ル ギー研究の 流れ に直接参加 し、 しか も重要な役 割

を果 た した 5人の パ ネリス トの 参加の もとに 、 その流れ を た ど り発見の 意義を振 り返 っ て み ょ

うと思 う。

　最初の 演者　Zolua　 Ovary教授は 、 1907 年生まれ で本年 86 歳。　P　C　A 反応 の発見 をは じ

め数々 の 研究で 知 られ るが 、 20 世紀 ア レル ギ ー学の 歴史を自ら体現 した碩学で ある 。 ア レ ル

ギーの 発見か ら今日に い た る流れ をご自分 の 交友を含め て振 り返 る 。

　Fdtz　Melchers教授 は 、
バ ーゼル 免疫研究所 の所長。 初期の 日本の 細菌学、 免疫学、 ア レル ギ

ー学の 研究は、 ドイ ツ との 緊密 な交流 に よ っ て 生 まれた 。 その歴史 か らは じま り、 今 日 にお け

る研究協力にい た る流れ を説い て 、 未来 につ なげる 。

　 木村義民博士 は 、 故中村敬三 先生 が会長 とな っ て第 1回 日本 ア レル ギー学会が 昭和 27 年

（1952年）に 開催された ときか ら 、 日本の基礎ア レ ル ギ ー研究の 中心 にお られ 、
こ の 学会の発

展 を常 に導い て きた 。 今回 は 、 日本 に お ける ア レルギー学の黎明期か ら 、 今 日の 隆盛 に い た る

道の りを豊富な資料 で示 して くれ る 。

　 日本の ア レル ギー学の 成果 を世界に示 した人 たちは数多い が 、 石坂公成 ・照子夫妻の IgEの 発

見とその 後の 研究の 展開は 、 何 とい っ て も世界 に誇る大成果である 。 ア レル ギ ー
の原因抗体と

して の lgEの報告は 1966 年の こ とで 、 その発見 は IgE　myeloma が見 つ か る 1 年 も前の ことで

あ る 。 当時、 デ ン バ ーの 小 児喘息研究所 で リサ
ー

チ フ ェ ロ
ー

をして い た私は 、 石 坂博士夫妻の

血の に じむ ような研究を目の 当た りに した 。 IgEの 発見 は 、 やが て lgEに よるメ ディ エ
ー

タ
ー

遊離

の細胞性機構やlgE産生 におけ る細胞間相互作用 、 それ に関わるサ イ トカイ ン の発見 、 炎症反応

と して の ア レ ル ギー
の 位置づ けな どに つ なが っ て い っ た。 今回は 、 石坂夫妻それ ぞれ か ら 、 IgE

発見 に まつ わる秘話や 、 その 後の研究の流れ な どをお話 しい た だ く。　　 　　　　
’

　 ア レル ギー研究の 流 れ は 、 まさ し くひ とつ の ドラマ で あ っ た 。 その感動を皆様 と共有したい
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


